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Abstract
We determined skin properties and morphological characteristics in the neck and décolleté in 90 Japanese women aged 

22–76 years old, then analyzed age-related changes and differences in those areas as compared to skin of the face. Our re-
sults showed that skin in the décolleté had higher water content, as well as lower TEWL and sebum levels as compared to the 
cheek, with the same tendency seen in the neck, e.g., the sebum-water balance in the skin of the neck and décolleté areas was 
greatly different from that in the skin of the cheek. Furthermore, in subjects aged 40 years and older, sebum levels and skin 
color lightness were significantly decreased in the neck and décolleté areas, while wrinkle morphology was also markedly 
different, suggesting that these areas showed marked alterations in women in their 40s, which may be attributed to the effects 
of ultraviolet （UV） to change skin elasticity and color. The shape of the neck and lower jaw area was also markedly changed 
in subjects aged 60 years older, indicating that subcutaneous tissue might exert varying age-dependent effects on lower jaw 
morphology.
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1.　緒　　　言

デコルテという言葉は，一般的に首筋から胸元までの
範囲を示すものとして広く認識されている。近年では，
デコルテまで開いたファッションが流行しており，顔だ
けでなくデコルテも紫外線に暴露される機会が増えてい
る。
首や下顎の形状については，年齢が現れやすい箇所と
いう認識が強いことやその形状の美しさへの関心も高ま
り，除皺術や脂肪吸引などを行う人が増えてきていると
いった報告もいくつか見られる 1）–3）。また，われわれが
事前に行った消費者調査（社内データ）でも，10年前
と比べて首のシワを気にする年齢が若くなっており，ツ
ヤ，ハリ，滑らかさなど，デコルテの肌を気にしている
人が増加しているのにもかかわらず，実際には首やデコ
ルテのケアは，顔用のスキンケア化粧品を首やデコルテ
にも使用している人や特にケアをしていない人が多いと
いった結果もある。
一方，頚部の肌は，顔面部と体幹部の間を示す肌特性
をもち，弾力性や皮膚色，シワやキメなどの表面形態が
加齢とともに変化すること，頚部と下顎部のなす角度が

加齢により変化することなどが報告されている 3）–5）。し
かしながら，これまでの研究では，デコルテの肌特性や
頚部の形態特徴と肌特性との関係についての報告や皮膚
生理に基づいたスキンケアの提案はなされていない。そ
こで本研究では，頚部を含めたデコルテの肌や形態特性
に適したスキンケアを提案すべく，これらの部位の肌の
生理機能や形態の特性と加齢変化を明らかとすることを
目的とした。

2.　実　　　験

2010年 6～7月に 22～76歳の首都圏在住の健常女性 90
名（各年代 15名，BMI値 30未満）を対象として測定を
行った。被験者は鎖骨下部まで開いた実験着を着用した。
頬部はクレンジングの後，洗顔料にて洗浄し，頚部，鎖
骨部については，油分や保湿成分を含まない市販の
ウェットティッシュにて洗浄した。発汗の影響がない温
湿度（25℃，50％RH）に設定した恒温恒湿室にて 30分
間安静の後，各種測定を行った。なお，測定前日および
当日の入浴については，特にコントロールしなかった。
すべての被験者に対し，インフォームドコンセントを
得たうえで本実験を行った。

日本香粧品学会誌　Vol. 37, No. 2, pp. 81–89 （2013）

株式会社カネボウ化粧品　スキンケア研究所
〒250–0002 神奈川県小田原市寿町 5–3–28
連絡先　E-mail: koike.miyako@kanebocos.co.jp

Skincare Research Laboratory, Kanebo Cosmetics Inc. （5–3–28 Koto-
buki-cho, Odawara, Kanagawa 250–0002, Japan）


	OLE_LINK1

